
興味・関心を引き出すプレゼンテーションソフトの活用
～アニメーション効果を利用した短編ストーリーの作成を通して～

上柴中学校（実践・報告者） 青木寿夫

１ 題 材 名 パソコンで「短編ストーリー」を作ろう

２ 題材設定の理由

「総合的な学習の時間」などで情報の発表ツールとして活用することが多いプレゼンテーシ

ョンソフトは、発表の内容に重点がおかれ、多くのアニメーションの効果を使うことは少なく、

ソフトが持つ多くの機能の一部を利用すれば十分である。

しかし、実際にプレゼンテーションソフトの授業を行ってみると、様々なアニメーション効

果を使ってみたいと思っている生徒が多く、生徒の興味・関心の高いアニメーション中心の授

業を考えることで、生徒の「興味・関心」を引き出すコンピュータの授業になるのでなはいか

と考え、題材を設定した。

ここでは、アニメーションを活用できる場面が比較的多い「短編ストーリー」を作り、プ

レゼンテーションソフトのアニメーション機能をふんだんに使った作品を発表させることで、

創造的な学習活動を展開する授業にもなるのではないかと考えた。

３ 単元（題材）の内容

(1) 目 標

①短編ストーリーを作ることに興味をもつことができる。 （関心，意欲，態度）

②アプリケーションソフトの活用ができる。 （技能）

③アニメーション等をとりいれて作品を作ることができる。（創意工夫）

④適切な情報の選択ができ，責任ある発信ができる。 （知識・理解）

(2) 指導計画（5時間扱い）

・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄ(ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄ)の基本 ---------------------------1

・作成実習 ---------------------------------------------------------------2

・実習・中間発表--------------------------------------------------------1（本時 1/1）

・全体発表-----------------------------------------------------------------1

４ 本時の学習

(1)本時のねらい

・互いに協力して，課題を解決することができる。 （関心・意欲・態度）

・目的に応じて課題を選択し，アニメーション等をつけることができる。（技能）

・テーマにそってアイディアを生かした作品の製作ができる。（創意工夫）

(2) 展開

学
習
過 学習内容・活動 指導上の留意点 主な評価の視点
程

導 １本時の学習課題を確認する。

短編ストーリーを発表し、効果的なアニメーションをつけよう

入

２自分の作品を開き作成中のストー ・効果的に伝えるためにアニメ

リーの動作を確認する。 ーションを見せ意識させる。

・サーバー上のフォルダを開く。 ・プライバシーへの配慮をする

・自分のプレゼンテーションを開 よう指示する。

き動作確認をする。 ・進捗状況を把握し，必要に応

じてアドバイスをする。

展

開 ３中間発表（途中経過）を行う。 ・発表を聞きながら，相互評価 ・ストーリーの内

・発表時間 1分～ 1.5分 を「評価シート」に記入させる。 容が良く伝わるよ

・発表を聞きながら，相互評価を （0.5分） うに発表者が（①

「評価シート」に記入する 。 声量、②暗唱）工



① 発表前に工夫した点、見て 夫しているか。（創

もらいたい点などを説明する。 意工夫）

②発表を聞いている生徒は、発 ・評価の際，よい点を見つけ評 ・他人の発表を

表者の評価をする。（相互評 価するよう視聴生徒に指示する。評価シートにメモ

価） をとりながら視聴

③発表を聞いた生徒から意見を いているか。（態度）

聞く。

④自分の発表についても評価も

行う。（自己評価）

⑤視聴生徒は発表者の評価をし、

評価シートに記入する。

４プレゼンテーションの手直しを ・他の生徒のよいところを取り

行う 入れてさらに完成度を高める。

・進捗状況を把握し，必要に応

じてアドバイスをする。

ま ・次時に，プレゼンテーションの手 「評価シート」を回収する。

と 直しの続きと本発表を行うことを

め 伝える。

5．成果
今回題材として設定した「短編ストーリー」をコンピュータを使って表現する授業では、限

られた時間の中で、生徒はとても興味・関心を持って取り組んだ。特に、新しいアニメーショ

ン効果を発見したときは、当初考えていた効果をさらに発展・追加させたり、生徒間で情報交

換を密に行いながら、さらに印象的なアニメーションにしようとし、そして、生徒は自分の作

品の出来栄えを他の生徒と比較しながら、さらにアイディアを生かしたものをつくってみたい

と思った生徒も多かった。

このように一般的なプレゼンテーションの授業ではあまり興味を示さない生徒でも、このよ

うなアニメーション効果を十分に活用することで、生徒は今まで以上にプレゼンテーションが

身近になったものと思われる。


